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図１ 生物用通路要素付ブロック構造体の基本構造 
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イタチ科フェレットを用いた生物用通路要素付ブロックの通路機能の分析 
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１．はじめに 
現在の都市河川では流量確保や堤防敷地の制約など

から急傾斜コンクリートの護岸となる場合が多い．こ

のような急傾斜護岸では陸生小動物（イタチ，ネズミ

など）が護岸の斜面を移動できず，河川水との接触が

阻害される．著者らは急傾斜護岸における陸生小動物

のアクセシビリティーを改善する１つの方法として，

図１に示す生物用通路要素付ブロック構造体（以下，

ブロックと略す）を用いて人口斜面の形成と同時に生

物が容易に移動できる生物用通路を構築する方法を提

案している．1) 2)３） 

 ここでは，フェレット（イタチ科ケナガイタチ属）

を用いた生態観察室内実験で明らかになったブロック

構造体の通路機能について報告する． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

２．生物用通路要素付ブロック構造体の構造的特徴 

図１にブロックの基本構造を示す．ブロックは，前

面側に 4 つの突起と内部に 4 つの貫通孔および突起の

上面と貫通孔を空間的に接続する 4 つの穴を持つ．突

起と貫通孔は生物の登坂能力に合う勾配と生物の体格

に合う空間を持つ通路の一部になり，穴は突起の上面

と貫通孔で構成する通路の分岐点になる．ここでは，

突起をスロープ，貫通孔をトンネルと呼ぶ．ブロック

を上下左右に並べる時，前面側の突起と内部の貫通孔

は斜めに連続し，突起と貫通孔の勾配はブロックの高

さＨと長さＬで決まる． 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  

ブロック天端
給餌場水 

♀，体重 773g，頭胴長 36 ㎝，尾長 13．5 ㎝

写真２  室内実験に用いたフェレット 写真１  実験装置の外観 

簡易水槽 
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３．フェレットを用いた生態観察室内実験の方法 

 写真１に実験装置の外観を示す。河川に見立てた簡

易水槽に(2 段 3 列積み)７個のコンクリート製ブロッ

クを設置し，実験装置全体を金網で覆った．室内実験

に用いたブロックの寸法はＨ×Ｌ＝800×1250 ㎜で，

これにより定まる通路の勾配は 32．6°となる．ブロ

ックの突起の幅は 150 ㎜，貫通孔の形状は□100 ㎜，

穴の形状は半径 80 ㎜の半円とした．また穴を経由して

のみトンネルに出入り出来るようにするため，ブロッ

クの上に板で蓋をした．給餌場は実験装置の右上に設

置し，水はスロープ又はトンネルを利用して簡易水槽

の水のみを摂取できるようにした．トンネルの役割を

明らかにするために，穴を塞いでトンネルが利用でき

ない場合についても観察を行った． 
  写真２に室内実験に用いたフェレットを示す．フェ

レットを実験装置内で飼育し，フェレットの行動を赤

外線カメラ 2 台と赤外線照射器 2 台とハードディスク

型記録器を用いて記録し，行動を分析した．餌はドラ

イフード 20g を１日 1 回与え，給餌の時間帯は 16：00

～17：00 とした． 

 
４．実験結果 

図２はトンネルが利用できる場合とトンネルが利用

できない場合の１週間の移動経路をまとめたものであ

る．トンネルが利用できる場合は使用できるスロープ 
とトンネルの全てを移動に使用していることがわかる． 
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トンネルが利用できない場合も使用できるスロープは

全て移動に使用していることがわかる．フェレットが

給餌場から出て給餌場へ戻る行動（以後，トリップと

略す）を分析すると，トンネルが利用できる場合は行

動の範囲は広く頻繁に進路を変えているが，トンネル

が利用できない場合は行動の範囲は狭く行動は単調で

あった． 
図３はトンネルが利用できる場合と利用できない場

合について，１週間分のトリップの開始時刻と所要時

間を比較したものである．トンネルが利用できる場合

はトリップ時間が長く，トンネルが利用できない場合

はトリップ時間が短いことがわかった．詳細について

は，当日説明する． 
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(b)トンネルが利用できない場合 
（5 月 10 日～5 月 17 日） 

図２  1 週間のフェレットの移動経路の比較 

（a）トンネルが利用できる場合 
（5 月 23 日～5 月 29 日） 

 

図３ １週間のトリップ時間の比較 
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